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横浜市資源リサイクル事業協同組合

　理事長秋元康男

嘘轟童謡諜鷲懇請灘1
・、　　　　て、10月23日、大さん橋CIQプラザで開催しました。

　　　　　　転今年2月に来日したケニア環境副大臣のワンガリ・マータイさんの発言＊をきっかけ

轟ノ巌駿才薫：羅難叢難1貯
　　　　　　　その結果、過去最高だった昨年を1000点あまり上回る5250点もの環境絵日記

　　　　　　　が生まれました。その一点一点に、子どもたちの素直な視点や環境を守りたいとい

　　　　　　う熱い思いがあふれています。当日は入賞した436作品を会場に展示し、ステージ

　　　　　　では特別賞授賞式や子どもたちによる環境会議、遊びながらリサイクルや環境保護に
漕　つ・、て学べる様々なコーナーなどを設1ナました。中田市長のスピーチや出前講・よる

　　　　授業もあり、盛りだくさんの一日となりました。

まずは、特別賞に輝いた6作品をご紹介しましょう。 　　　　　　　　　　　　ヘホワンガリ・マータイさんの発薔

「もったいないは素晴らしい四葉。

世界にもったいない運動を広げよう」

　

灘嘱望薪能痴言醗最盛融表彰幽幽

題名『私ができるやさしさ一盛』 題名r何で捨てちゃうの？』
大和田　茉穂さん（港北区・駒林小6年） 永原　悠里さん（戸塚区・戸塚小5年）

欝

●こみは、一度目み箱に入ったらもうあまり

触れたくないものですよね。だから、入れる

前にちょっと手を止めてきちんと分別しリサ

イクルしてください。環境に優しい生活をし

てくださいね。今日はおめでとう、良かったね。

ありがとう。　　　　　（横浜市長　中田宏）

○
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題名『バットケース』

泰成さん（神奈川区・三ツ卑小6年）塙

題名『雨を上手に使って……』

佐藤　麻子さん（緑区・山下みどり台小5年）

月刊リサイクルデザイン

題名『私の家の“もったいない1”』
城　あかりさん（金沢区・西柴小5年目
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●金沢区のG30はすこい。城さんのこ

家族や学校の先生も、みんなに表彰状

を差し上げたいですね。これからもが

んばってリサイクルに励んでください。

　　　　（横浜市会副議長　小幡正雄）
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題名rかわいいリサイクル小物入れ』
野ロ　万里奈さん（南区・私立横浜英和小4年）
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／．月刊rリサイクルデザイン』

17月号に、環境絵日記今年も募
セ

i集1のお知らせを掲載。夏休み
1を前に・市内の小学校縢内状

1と応募用紙を黙

灘澤麟　　．弾㌦凱　　騰　　弱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．9月22日、4時間勧・1ナて1
　　　ハ　の　　　　りう　　
　　　　　　　渥

　・9月9日、

1鷺翻1
鴫

忽．　愁曳叢

・9月17日、公募した市民審

査員の協力を得て、予備選考。

通過したLO52作品を対象に
選考基準に基づき投票を行ない、

436作品を入賞と決定。

響　ザ織

選考委員代表・丸茂　高さんの総評

5000点を超す環境絵日記を審査す

のは、正直言って相当の労力を

要します。しかし、みなさんが

　送ってくれた作品は、絵も日

　記もすべて良い、すばらしい。

　苦労の末、436作品を入賞と

　して選び、その中からさらに

　厳選して6作品を特別賞と決定

しましたが、本当に、どれも優

劣をっけがたい作品ばかりでした。

年のテーマに沿って選ばせていた

だきました。

㌦冨

　最終選考会を行なった結果、

麹　環境絵日記選考委員により特i
　別賞6作品が決定された。　　i

　　　　　　　　　　　　　　　メ

　　　岬＿一　　　　灘繍

　私は、昭和21年に小学校1年生になりました。物のな

い戦後の時代で、今とは大きく様子が異なります。今、

ごみの問題は地球環境すべてに関わる問題だと思います。

このあいだ、今世紀末までに北極の氷はすべて溶けてし

まう、とアメリカの研究者が発表しました。南極は大陸し

ですから、氷が溶けても大地がなくなることはありませ

んが、北極で氷が溶けたらそこで生きている動物たちは

どうなりますか？　たいへんなことですね。だから、地

球温暖化をくい止めることを考えなくてはいけません。

それには、なるべく物を燃やさないで永く大切に使うと

いうことが大切です。エネルギーのムダつかいも無くし

ましょう。これからも一生を通して『もったいない』と

いう気持ちを大切にして過ごしていただきたいと思います。

審翌溺難醸義

鱗
識　　塙

　　　、
　畜

特別賞受賞者のみなさんをステージに招いて、身近な環境について話し合いました。

進行役……山本耕平さん（株式会社ダイナックス都市環境研究所・代表取締役）

　　　　　栗原清剛（フォーラム実行委員長）

　　　　・大和田茉穂さん、永原悠里さん、城あかりさん、

　　　　　野口万里奈さん、佐藤麻子さん

舞　　聯

マ　f　賦
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ふだん気になっていることはありますか？

城：給食を残す人が多いので、もった

いないなあと思います6

野口：使い終わった教科書を、下級生r

に使わせてあげたら良いと思います。

山本：イギリスやアメリカは、教科書

を使い回しているんだよ。

・一1騨啄　韓四叩鯉一　瀞騨騨
栗原：みなさんはふだん、環境保護の
ためにどんなことに気をつかっていま

すか？

．を29度に設定したり、ティッシュをあ

まり使わないとか、こぼしたらふきん

でふく、というようなことです。

大和田1エアコンの室外機から出る排　　栗原：設定29度・すこいですね。ぼく

水をお花にあげたり、エアコンの室温　　も見習わなくちゃ。周りの人たちを見て・

栗原：あみ戸を雨で洗うっていうユニ

ークな発想が素晴らしい麻子さんの作

品でしたが1今年は何回ぐらい洗えた

のかな？

佐藤：5回以上洗えました。、
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　こんにちは。受賞者のみなさん、お

めでとうございます。今日は、たくさ

んのすばらしい作品を見せてもらって

とても嬉しいです。　『もったいない・

G30』について少しお話します。

　今、森林保護や野生動物の減少など、

いろいろな環境問題がありますね。み

んなが大人になるころにも良い環境が

あるように、横浜では様々な取り組み

を強めています。環境問題は何年も前

から言われてきましたが、なかなか対

策のための実行が伴わなかった。でも、

行動しなくては環境が本当にダメにな

ってしまうんです。大事なのは行動する

こと。みんなも、環境が壊れてしまった

らおいしいお刺身が食べられなくなるとか、

今年の横浜市長賞のプレゼンター・

中田市長から会場のみなさんへのメッセージ

かわいい動物たちがいなくなるとか、そう

いうことを想像して行動1こ移してください。

　みなさんはもちろん、G30という言葉

を知っていますね。G30のGは、ごみ、

減量のG。30は30パーセント。ごみを

30パーセント減らすために行動しまし

ょうというのが、G30です。これを、横

浜市のみなさんに呼びかけています。実

は、横浜市のような大きな町ではごみの

減量なんてできない、計画通り進あはず

がないと考えられていました。しかし、

とても順調に目標を達成できている。こ

れはとてもすばらしいことです。物を大

切にする、不要な物は買わない、紙袋も

ビニール袋ももらわない、というのが一

番重要ですね。

　これから、みんなで力を合わせてもっ

ともっと横浜を良い市にしよう。互いに

思いやりをもって薯らすこと、それは、

いのちを大切にするということにもつな

がりますね。そういう暮らしのために、

これから先もご協力をお願いします。

　家ではどんな
“もったいない活動”

をしていますか？ まずは電気。　気になるのは、新

もったいない！　の広告ですね。う

ってすぐに言って、コンセントを抜いた

り、だれもいない部屋のあかりを消した

りしています。我が家でば一番うるさい

よ。G30を徹底的にやると、気持ちが良

いね。それから、ぼくは食べ残さない。

刺身のつまのダイコンも全部食べちゃう。

ちは職業柄4紙も

とっているから、

広告の量がすごい

です。紙もきちん

と分別してリサイク

ルしていますよ。

　山本：うちでは、200リットルぐらい

　入る容器に雨水をためているんだよ。

　これを庭の水やりに使っています。雨
、’ ?�gうようになると、雨が降っても

ノうれしい、晴れでももちろんうれしく

　て年中ハッピーだよ。

永原：うちには7羽の鳥がいるので、ス

ーパーに、捨てられてしまう葉っぱを

もらいに行っています。

山本　葉っぱ、捨てたらもったいない
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よね。むかしはみんな“もったいない”

っていう気持を大切にして暮らしてい

たんだけど。

栗原：今日は、都合でもうひとりの受

賞者の轟くんがここに出席できなかっ

、たけど、お母さんが作ってくれたパッ

トケースのことを書いてくれました。

お母さんが作ってくれた世界でたった

ひとつのものだから、今も大切にして

います。とのことでした。

盤
．・．h @　　　　　　、ヒ

山本1みなさん、良

い意見をどうもあり

がとう。ここで出た

意見をここで終わら

せちゃ、もったいな

いですね。栗原さん

に頼んで、市長に伝

えてもらいましょう

（笑）。地球温暖化

はここ100年、

講
オ鋼ラム

200年ぐらいの間の人間の活動が地球

に与えた悪影響の、しっぺ返しみたい

な形で襲ってきています。これから

100年後に少しでも良くなってほしい、

というくらいの永い目で見て、これか

ら環境を守る活動を続けていかなくて

はいけません。みなさんの絵日記から

伝わってくる“家族ぐるみ”という感

じが良いですね。中学生、高校生にな

っても、今の気持ちを忘れないで下さ’い。

栗原：今日は、どうもありがとうござ

いました。来年もよろしく1

（敬称賂）
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　会場には楽しいコーナーが盛りだくさん。ゲームや

クイズで楽しみながらリサイクルについて学んだ子ど

もたちに、『もったいないの達人』認定証が発行され

ました。ちいさな環境保護活動家？が、これからもス

クスクと成長してくれるように、来年も、さ来年もず

っとフォーラムを続けていきたいと考えています。

●
O
癖
離
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轡
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　省エネやリデュース（利用削減）、リユース

（再使用）、リサイクル（再資源化）に関する

5つのクイズに答えるゲーム。水のムダをおさ

える歴たくの仕方や、節電のコツ、リユースを

すすめるヒントなどを盛り込んだクイズで、　団使

　3つのゲームとクイズに挑戦して参加スタ

ンプをもらったら、スタンプラリーゴールへ！

　顔写真を認定証に貼ったら『もったいない

の達人』の仲間入りです。

　間伐材を利用することが、日本の森を生かすことに

つながる……というお話を聞いたあと、間伐材から作

ったキットを使ってレターケースを作りました。木っ端、

ドライフラワーや、細かいガラスの破片（角が丸くな

っていて安全なもの）　銅の粒などを思い思いに貼っ

たオリジナルのレターケースが生まれました。

＊ナウシカの会について、詳しくは本誌132号をご覧

　下さい。
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　様々な古紙を種類別に分けるゲーム。ビニールの窓がついたテ

ィッシュの箱や、使ったティッシュ、ガムの包み紙（裏が銀色）、

裏カーボン紙、発泡スチロ

ールと一体になったボード、

紙ひもなど・これらを『そ　　　　　　難㌧
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“出前講師”特別版で

おさらいしましよう

　呼ばれて飛び出てジャジャジャジャーン（古くてすみません）ってな具

合に甫内狭しと飛び回り、リサイクルについてしゃべりまくっているMr、

リサイクルが、この日、、スデージで特別授業を公開しました。市内全域で

『10分別15品目』の取り．組みを始めてから半年以上たちましたが、はた

して、／みなさん分別の方法を正確に知っているでしょうか。だいたいはわ

かるけど、わからないこともあるなあっていう人に、とても薯ばれた特別

授業。そのリポートを少し。

　まず・会場に呼びかけて分別二三をしていただきました。こちゃっと積

まれた様々なこみや資源となるものを、分別ボックスに分けてもらったの

です。そのあと、Mrリサイクルがひとつひとっていねいに指導＆解説。　‘紙・，

六人のバネ几ディスカツシ∋ン

　子どもたちがおおぜい集まってくる前の少し静かな会場では、

大人による大人のためのパネルディスカッションが行なわれました。

．
巧

．噸簾
　．螂瞭遍鉦歯曲無婦蟷雌壷幽鋤融鋤．評雌融四、　泌誌論誼雌繍齢諺姦．．　　　　　　．＿．．一∴氏．．」ご　．．．．　．．

戦書襯1羅1難警薯㍉1
　進行役：武松昭男（横浜市資源リサイクル事業協同組合）1

．ゴ高’』 @』』．r．1塩　　　　　　　’．’㌔補　．冑．．．町㌦、、　・一懲脚．．「」．．　7　　　P　．．．「≠饗繋じ乱＝

環境先進国と比較して

▲武松進行役

斌：松：まずは大内

さんのほうから、

こみの処理責任は

だれにあるのかと

いうことをキーワ

ードに、お話をお

願いします。

大内：私は15、6年前から海外の環境

先進国と言われる国々の様子を見続け

てきました。欧米諸国では、こみを出

さない気持ちにさ’せる仕組み作りが発

達しているんですね。そのポイントは3

つ。まずは拡大生産者責任、そしてデ

ポジット制、最後に家庭こみの有料化。

地球の将来のため、高い理想をかかげ

た英知に富んだ政策だと思います。

．熊本：一般廃棄物のこみ処理は税金で

まかなうので、企業は処理しにくいも

のも平気で作ります。企業が変わって

いくためには、処理費を負担させれば

いいんです。企業が処理まで責任をも

つということを、拡大生産者責任とい

います。ドイツなどと違って日本の容

器包装リサイクル法（容リ法）では、

回収、洗浄、圧縮、梱包、保管までが

自治体負担、つまり8596が税金なんです。

そのあと、原料としてリサイクルする

費用だけが生産者の負担。もっと企業

の負担を増やすべきだと容リ法改正運

動が起こっていて、これを全国の自治

体が支持しています。

企業の責任って？

武松：具体的には、どんな企業努力が　　熊本：まずはリサイクルしゃすい、つ

必要でしょうか。　　　　　　　　　　　まり素材別に分解しやすい設計にする
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マ」クがついているのにリサイクルでぎない

紙があることや、そもそもどうして古紙を種

類別に分けなくてはいけないのか、どうして

申国は日本の古紙を欲しがっているのか、そ

んな間題を出しては、参加した人に答えても

らいながら、授業は進みました。

　最後は、資源物のヨコ八マブランドを作り

たい、質の良い資源となるものを作るために、

市民のみなさんの協力をぜひ1という言葉で

締めくくられました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め
｝
’

五

聖　　　．高
熱

　　　攣瞳
議野聾

肇纏

瀞

こと。あとは、できるだけ単一の素材

で製品を作るのが良いです。

大内：今日の神奈川新聞に『天ぷら油

　　　　　　　　　で走る収集車』と

　　　　　　　　　いう記事が出てい

　　　　　　　　　て嬉しくなりました。

曙

。．冤

▲大内さ：ん

スウェーデンのス

トックホルムのパ

スは、ワインで走

っているんです。

不要になったもの

はこみではなく資

源だという考え方が、横浜にも芽吹い

たんですね。欧米の環境先進国ではり

ユースが基本なんです。リユースのた

めにたくさんのメーカーで同じびんを

使っていますが、比べると、日本はま

だ法の整備が整っていません。

武松：リサイクル費用を誰が負担すべ

きなのか、という問題についてはどう

でしょう。

熊本：みんなが負担するなら税金を使

っても良いじゃないか、という人がい

ますが、税金負担はすべての納税者負

担です。一方消費者負担というのは買

う人が負担するということは、つまり

買わない人は負担しない、公平感があ

ります。環境省は経団連の要望を聞いて、

家庭こみの有料化を進めうと躍起にな

っています。経団連は拡大生産者責任

をものすごくいやがっています。経団

連が求めているのはもうひとつ、プラ

スチックこみの焼却です。燃やしてエ

ネルギーとして利用しなさいと主張し

ています。

大内：拡大生産者責任と家庭こみの有

料化、その二つがそろって両輪となら

なければ意味がありません。

一循環型社会のための提案一
武松：万が一、このままの状態でこみ

処理・リサイクルが続けられてしまっ

たら、どんな問題が発生するでしょうか。

熊本：家電リサイクル法はヨーロッパ

の影響を受けてできたんですが、ヨー

ロッパと違うの

は排出時に運搬

費用とリサイク

ル費用を取る点

です。購入時に

取らないと、不

法投棄を招きます。

製品価格の中に

処理費を含めて

潮
懸
臨

▲熊本さん・

おくというのは、拡大生産者責任の一

端でもあります。産業起こしのために

リサイクル法を作り、リサイクル産業

を作っているのが日本です。これでは

こみ問題は解決せず循環型社会作りは

進みません。

大内：日本はこのままだと焼却大国に

なってしまうでしょう。それを防ぐた

めにも、拡大生産者責任に日本が一日

も早く取り組んでほしいと思っています。

ヨーロッパではエコな物流、交通がデ

ーマとなっています。日本でも、車よ

り公共交通が便利だ、健康に良い、安い、

環境に良いということに気づき、そう

いう方策を取り入れてほしいです。

武松：9月の下旬に横浜でもカーフリー

デーを試みましたね？

大内：単に車の利用を抑えようという

のでなく、騒音や大気汚染、のんびり

と歩けない道の怖さ、車の多さについ

て考え、行動しようという団体やグル

ープが力を合わせて行ないました。

武松：カーフリーデーは来年も開催す

るんですよね。その時はまた、いろい

ろ教えてください。本日はありがとう

ございました。
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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　山の木々が色付き始めた11月上旬、箱根でおこなわれた「職人の森展2005」

に行ってきた。ピカソやヘンリー・ムーアの作品が立ち並ぶなか、日本の建具、畳、

表具などの作品が展示されていた。作ったのは芸術家ではなく職人と呼ばれる人

たちだ。彼らは「家は買うモノではなく建てるモノだ」と言う。「昔の家は解体

しても捨てるところが無かった」とも言う。なるほど柱などは次の家に使い回し

できるし、畳なども全て土に帰る素材でできていた。江戸の昔は世界がおどろく

循環型社会だったと言われているのもうなずける。

　そんな彼らに共感した書道家の武田総懸氏が、このイベントで『頭に浮かぶイ

メージを楽しみながら表現し、のびのびと「書」を楽しむワークショップ』をお

こなった。今回、その「頭に浮かぶイメージ」づくりのために、私がリサイクル

の話をさせてもらった。

「職人」と「書」と「リサイクル」。一見まったく関係ない組み合わせに思える。

しかし、　「リサイクル」を「もったいない」という言葉に置き換えてみると、な

ぜだか妙に馴染むような気がする
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欝輸
古紙をしばればまるご

むすび

1巻きの長さ90m

バラ売り

箱売り

．（1箱50巻）

1～9箱

10箱～

価格（税込）・

1巻230円

1箱10500円
（1巻210円）

1箱8500円
（1巻170円）

送料

1～6巻400円
7巻～600円

価格に

含まれます

販売してくださるお二二集中1　　※振込手数料を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ負担ください
お申し込みお問い合わせ

　　　横浜市資源リサイクル事業協同組合

　　　TELO45・444－2531／FAXO45444・2532

シ、　ル硬、な　130

1バ　　ローレ

事業所、学校等はもちろん、お友達と

分け合ってもお得！

（横浜市の支出命令書も使えます）

横浜市資源リサイクル事業協同組合

TELO45－444・2531
FAXO45－444－2532

月刊リサイクルデザイン⑨・・1352・・512



翻．．

ヤ

び1よ嘉

　　　　　　　　　　廻

幽幽

溜塗
　秋たけなわの10月、横浜市では各区で区民まつり等のイベントがにぎやかに開催されました。

イベント会場ではどこでも模擬店が出店され、大にぎわい。ここで使用される容器の分別はどう

なっているのでしょうか。保土ヶ谷区と西区の場合を取材しました。

ノ「フィルムをはがして捨ててね」

　　エコ容器でこみゼロをめざす
　会場の保土ケ谷

へそ広場星川グラ

ンドでは、100余の

参加団体のテントの

ほかに多数のフリー

マーケットが出店。

大にぎわいの中、保

土ヶ谷区こみ減甲推

進担当山田係長に

案内されたのは、分

　　別箱がズラッと並んだ容器収集場所。焼そばや

　　豚汁を食べ終わった人が容器を捨てに来ると、「は

　　がして、はがして」とボランティアの声がかかり

　　ます。今年の区民まつりでは模擬店で使われる

r（、トレーをエコ容器にして、今までこみになって

　ノいた容器を回収、リサイクルして大幅なこみ減

　　量を目指しています。

エコ容器ってな一に？

　エコ容器とは発泡スチロールのトレーや

おわんの使用する面に薄いフィルムが貼ら

れていて、使い終わったら汚れたフィルムを

はがすときれいな状態になる。フィルムはこ

みに、容器は洗わなくてもそのままリサイクル

擁

　　　　「一　　　．　　　　の原料になり、

　　　　近々工場が稼動する予定の区内の

障害者作業所で、分別したトレーなど発泡スチ

ロールをペレットにします。

　今回初めての取り組みで、会場に3か所の

収集場所を設けています。貼られたフィルムに

は「ヨコ八マはG30」の文字やエコ容器作成に

賛同し、コスト負担をした企業名が印刷されて

います。こみ減量リサイクル推進と企業広告と

障害者支援の一石三鳥のエコ容器です。

繊 ㌶　農

リユース食器を使って2年目です。

　西区の今年のまつりの目標は「こみの出ない

まつり」です。使い捨て容器を減らすためリユ

ース（再使用）食器の利用を進めています。昨

年からまつりに来る区民には、自分の食器の持

参を呼びかけていますが、なかなか徹底しません。

そこで「こみを出さない」ために、摸擬店では

硬質プラスチック製のリユース食器を使ってい

ます。

　模擬店はあらかじめ、使うリユース食器の数

量を申請し受け取っておきます。会場で食べる

ものはりユース食器とリユース箸を使います。　　極．

来場者は食べ終わったら、リユース食器の回収

所に食器と箸を戻します。そこでは区内のボラ

ンティアの人たちが受け取　　　　　．、

り、残飯を捨てさっと洗っ　　　　　　　　熱．．

て返却の箱に収めていま1

した。

　「昨年初めて取り組んだ　齪、　，1

時の区民の反響はとても
良かったので、今年も西区　　　　　　蕪

の他のまつりでもこのリユ

ース食器を利用しました。」

…512⑩月刊・サイクルデザイン

　　　　　　　　と話すのは

西区資源化推進担当の加藤係長。

「リユース食器レンタル事業の

NPO法人スペースふうから食

器をかりて、模擬店等を行っ

ていただきました。」

　休憩所でおでんを食べてい

た数人の区民に訪ねたところ

皆さんすっかりこのリユース

食器に馴染んでいました。
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櫛●
　　　　RE（》【（L匡

　　　　Design
リサイクルデザインのロゴマーク

　2つの円形は血管を表しています。右の赤

い円形が動脈、左のにじんだ円形が静脈。私

たちは、産業全体の中の静脈部分を扱ってい

ますが、静脈の正常化だけでなく、動脈の正

常化も同時に目指していきたいと考えます。

Oリサイクル標準価格表　2005竃霜畳糸彦

．．

�A．名評蒲 買入価格 業者の売値
1キロ当たり 1キロ当たり

新聞 ＊＊＊ @　　　0円 5円

雑誌
＊＊@　　　0円 3円

段ボール ＊＊@　　　0円 3．5～4円
衣類くず ＊＊ @　設定不能 0～1円
アルミ缶 ＊＊＊＊

P0～15円
小学校アルミ缶回収 40～60円

＊集団回取には「買入髄格」を適用　痴劉欝料

＊＊＊有料の丁丁あり＊率＊：＊ネを』ヅ購：と選別済の三二．

★繍購雛驚饗鱒
★事業所から発生し艶もの纏籍鷺壌の対象になりません。

　事業所ことに業者と庫接ご高談ζださい耐ヒ

★日日回収以外の段ポール画収はζ1回3⇔b◎肖以上の手数料

　がかかります。段ボールは麟ず束ねて嚇してください6

★小学校アルミ缶回収は、100k儲以上の欝欝・小学校のみ適

　用。専用の回収袋を使用。現金化のほかに車…いす（250kg

　で）にも交換できます。一
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r線鐸懇懇旱琉、

　このビデオは、暮らしの中から出る

資源物（古紙・空きカン等）がどのよう

にリサイクルされているかを、一人の

小学生の目

を通して見

．ていく様子

が描かれて

います。ぜ

ひリサイク

ルの学習等

にご活用く

ださい。

束
を
生
み
樹

翻
鱗
縫

詳しいことは

横浜市資源リサイクル事業協同組合

TEL　O45－444－2531／FAX　O45－444－2532
目刊リサイク几テザインは次の場所に置いてあります

●マリンスポーツデスク・リップル（鶴見日新ビル2F）●グリーンバザール（南区六ツ川）●地酒　篠原屋（港北区篠原）●神奈川銀行瀬谷支店・本牧支

店●損保ジャパン横浜支店●東京ガス環境エネルギー館●マルエツ井川ヶ谷町・大倉山店●相旭日ーゼン三ツ境店・港南台店・大口店・二俣川店・緑園都市

店・いずみ中央店・山手台店・白根店・モザイク港北店・六ツ川店・釜利谷店・和田町店・左近山店・瀬谷店・いずみ野店・弥生台店・笹山店・東寺尾店・

ひかりが丘店・希望が丘店・並木店・南まきが原店・中田店・南瀬谷店・ひなた山店・磯子店・オルト新子安店・十日市場店・上星川店●マイカル天王町サ

ティ店●ジャスコ駒岡店・金沢シーサイド店●カフェ杜（港北区日吉）●きまま舎（緑区霧が丘）●うどんカフェ（青葉区こどもの国）●リサイクルショッ

プ「トロワの森」●横浜国立大学生活協同組合大学会館店・工学部店●神奈川県中小企業団体中央会（中区尾上冊）●リセールショップ遊民●WEショップ

旭●WEショップかながわ大口店●WEショップかながわ六角橋店●WEショップこうほく●WEショップほどがや天王町店●WEシ覇ップちがさき店●WEシ
ョップちがさき十間坂店●リサイクルショップブランカスタ（西区）
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